
内容

夏休み特別企画

世界の実践から

見つめなおそう!

語り合おう!!

教師向けワークショップ参加者募集

2025.8.8

日本国外で継承日本語教育を実践されている方
※一時帰国中などでセンターでの対面ワークショップに参加できる方

10名程度 ※応募者多数の場合、選考あり。詳しくは裏面参照

対象

無料

国際交流基金日本語国際センター （埼玉県さいたま市）会場

お申し込みはこちら https://forms.office.com/r/XJFwPBJps1

締切 2025年５月23日（金）日本時間12:00（正午）

※お申込みの結果は、６月初旬にお知らせいたします。

応募要件などの詳細は、裏面をご覧ください

世界各地で創意工夫を凝らして作成・実践された

「日本につながる子ども」のための実践を参照しながら語りあいませんか？

・教育現場の状況や課題等を共有し、自分の実践を見つめなおす

・教材のアレンジ案や今後実践してみたいことを語り合う

・世界各地の実践者とつながる

定員

参加費

https://forms.office.com/r/XJFwPBJps1


国際交流基金日本語国際センターでは、「日本につながる子ども」のための実践事例を

2026年度に公開すべく、世界の６名の実践者の方と準備を進めています。

今回公開に先立ち、この世界各地の実践事例を用いて、参加者間で語り合うワークショップ

を行うことにいたしました。

夏休みにご自身の実践を見つめなおしたい方、自分以外の人の実践に興味のある方、

国・地域をこえて仲間をつくりたい方、ぜひご参加ください。

【主催】国際交流基金日本語国際センター

担当：西島阿弥子・大舩ちさと・根津誠（日本語教育専門員）

〒330-0074 埼玉県さいたま市浦和区北浦和5-6-36

アクセス：JR京浜東北線 北浦和駅 西口より徒歩8分

https://www.jpf.go.jp/j/urawa/about/access.html

問い合わせ先：kodomo-nihongo@jpf.go.jp

●対象者
日本国外で「継承日本語教育」（※）を実践されている方で、

一時帰国中などで日本語国際センター（埼玉県さいたま市）での対面ワークショップに参加できる方

→ 以下の子どもたちへの教育に携わっている方

・家庭内言語のひとつとして日本語を使用している家庭の子ども

・永住や長期滞在を予定している子ども

※ 外国語としての日本語教育・文化のみの継承を目的としているものは対象外

・現在、実践に携わっている方を優先します。

・教授歴は問いません。

・機関（継承日本語学校、補習授業校、自助グループ等）に所属しているか、個人レッスンかの違いは問いません。

●選考について
定員10名程度

応募者多数の場合は、応募フォームにご記入いただいた内容を総合的に判断し、国・地域のバランスや、

教授対象年齢等を考慮して、選考を行います。

ご参加の可否については、6月初旬にお申込みいただいたメールにお知らせいたします。

●宿泊室のご提供について
海外あるいは遠隔地にお住まいの希望者を対象に、日本語国際センターの宿泊室を無償で提供いたします。

宿泊ご希望の方は、応募フォームにその旨ご記入ください。

※ センターへの交通費は各自でご負担ください。

※ 宿泊室の空き状況によっては、ご希望に添えない可能性もあること、予めご了承ください。

※ 施設については、こちらのページもご参照ください。https://www.jpf.go.jp/j/urawa/about/shisetsu.html

ワークショップについて

応募要件・募集情報

https://www.jpf.go.jp/j/urawa/about/access.html
https://www.jpf.go.jp/j/urawa/about/shisetsu.html
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